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１．上半期業績の概要

２．統合10年の成果

３．最近の取組について

本⽇ご説明したい内容
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百万円

１．(１)２Q業績概要
増減額増減％２０２３／９２０２２／９

予想1,300億 既存店+5.0%6,8835.5%132,603125,719売上⾼

インストアマーチャンダイジング
ロス・チャンスロスマネジメント2,0705.6%38,810

（29.3％）
36,739

（29.2%）売上総利益

前向きな賃上げによる⼈件費増加
コストカット委員会の取り組み1,0763.4％32,603

（24.6％）
31,526

（25.1%）販管費

予想55億88616.3％6,331
（4.8%）

5,444
（4.3%）経常利益

予想37億
前期は特損に⽔害損失92百万67218.8％4,2563,583四半期純利益

H︓燕店（移転） F境町２２開店店舗数

H︓旧・燕店（移転のため）１１閉店店舗数
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１．(２) 売上⾼⽉別前年⽐と１品単価

2022年度 2023年度

（％）
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２．(３) 上期新店・改装
改装︓H 紫⽵⼭

H 燕

F 境町

改装︓F 新保 5



１．(４) 営業利益⾼ 構成要素の増減
増加

減少

営業利益

+2,070
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（単位︓百万円）

フレッセイ原信・ナルス
増減額増減率2023/９増減額増減率2023/９

9012.3%39,6776,1017.0%93,388売上⾼

4073.5%11,969
(30.2%)1,6336.5%26,896

(28.8％)売上総利益

3032.9%10,799
(27.3%)7583.6%21,970

(23.5%)
販管費

及び⼀般管理費

1049.8%1,170
(2.9%)87521.6%4,925

(5.3%)営業利益

888.0%1,200
(3.0%)79218.7%5,031

(5.4%)経常利益

669.1%798
（2.0％)60921.7%3,420

(3.7%)四半期純利益

１．(５) グループ別業績概況
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２．（１）経営統合１０年

＜統合当時の中期計画＞
統合メリットの発揮︕
ＴＱＭをベースに、本格的なチェーンストアを⽬指す︕

＜⽬標＞

① ＲＯＡ 15％（経常利益率 5％×総資本回転率３）
② 店舗数 200店舗、売上⾼ 3千億円
③ ⾃⼰資本⽐率 60％

経営統合時にめざした姿
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２．（２）アクシアルのめざすもの

チェーンストアのマスメリットを⽣み出し
お客様に 『豊かさ』 『楽しさ』 『便利さ』

をご提供する。

規 模
（スケール）

機 能
（仕組み）

⼈ 材︓基盤はTQM
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１．規模 新店３５、改装３０、閉店２１
（フレッセイ平均店舗⾯積 502坪 → 555坪）

２．機能 2013年 中之島DC（ディストリビューションセンター）
2016年 フレッセイ前橋物流センター
2018年 ローリープロセスセンター
2023年 フレッセイ訓練センター

３．⼈材 商品本部＋営業企画部＋Axレーベルの⼈数
（2013/9）86名 → 108名（2023/3）

４．その成果 ①PBの開発数 ２８５→５０６
②おはぎ、⼩国饅頭などローリー名物も共有

２．（３）統合１０年の成果
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２．（４）規模拡充（出店政策）

2019 下飯野

2022 安曇野

202１ ⾜利南
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２．(５)現在整備中の「機能」

・ローリーデリカ⼯場増強
・中之島チルドセンター拡張
・アクシアル新本部着⼯
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・電⼦帳票
・管理会計 他

・予算管理
・AI客数予測 他

・電⼦商談
・リベート管理 他

・棚割管理・オンラインPOP★AI需要予測
・⽣鮮EDI 他

・⽣鮮棚卸
・DCセンター管理 他

・⽜⾁トレーサビリティ
・販売期限管理 他

・値下げラベル発⾏
・酒税報告 他

販売

Web基盤データウェアハウス情報データベース基本マスター

株式会社アイテック

基幹／MD機能

検証 予算／販促企画 商談

仕⼊／在庫 発注 チラシ／POP 棚割

売
場
作
り

商
品
登
録

⼦会社の株式会社アイテックによる⾃社開発
開発システムを⾷品スーパー向けシステムとして、他企業様へ販売

２．（６）DX対応
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・TQM講習…前年６３回開催
（のべ７７６⼈受講）

・各種資格試験受験⽀援
・アイデア発想塾の開催

⻑岡技術科学⼤学教授
改⽥ 哲也先⽣

⼩売業初受賞

⽇本品質奨励賞ＴＱＭ奨励賞受賞
公的資格ホルダー数（率）（HN社員1,549⼈中）

（１）品質管理検定 295名（19.0％）
（２）⾷品表⽰検定 190名（12.3％）
（３）⾊彩⼠検定 258名（16.7％）

２．（７）「⼈的資本」の拡充
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２．（８）「オリジナルMD」開発
① PB拡充
② 「健康」+「簡単便利」
③ 名物づくり

15 15



２．（９）「技術⾰新への対応」
① ＡＩ型⾃動発注
② アプリ＋ネットＳＭ、Uber Eats
③ スマートカート

５５％

削減

２５％

削減

ＡＩ型自動発注の効果
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２．（10）業績の推移（売上⾼と経常利益）

３社合併

アクシアルＲ

原信ナルスＨＤ
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２．(11)⾷品スーパーマーケットのROAと⾃⼰資本⽐率

R＆I格付け
BBB+ → A(フラット）

2014年3⽉期

18



３．(１) 2023年度は “原点回帰”の年
〜 マスメリットの創出へ、執念を持って挑む 〜
「再整備」＋「開拓・開発」＋「新しい価値観への対応」

＜機構改⾰＞
１．⽬的 持株会社と事業会社の役割分担を明確にし、

⼀層のグループシナジー効果を発揮する

２．主な内容 (1) 持株会社と事業会社の社⻑をそれぞれ選任
(2) CxO（最⾼責任者の任命）
(3) TQM、CSR、広報の各機能を再編
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流通経済研究所 祝⾠也先⽣によるISM講座を全チーフが受講

計数管理

IE ISM

WM ＋ TQM

ウィークリーマネジメント（WM）で収益管理
 ISM導⼊で売上・荒利の最⼤化
 ISM活⽤による改善活動へ

３．(2) ISMの導⼊
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現状把握
対策⽴案

効果確認⻭⽌め
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（％）（千円） 2022年度⼀般⾷品分類売上⾼

売上⾼ ロス率

売上⾼上位もロス率も⾼
く、売れ筋商品の棚割
フェイシング確認

◎＝3点 ○＝2点 △＝1点
効果 実現性 コスト 評価点 採否

△ 3

品切れ防⽌
FAX発注の精度向上 ◎ ◎ ◎ 27

焙煎⼈珈琲品切れ防⽌
BR在庫確保 ◎ △

定番陳列量増加
フェイシング数を増やす △ △ ○ 2

最低最⼤設定⾒直し △ ○ ○ 4

☆

△ 3
エンド、エンドサイド活
⽤ エンドサイドで売り込み ◎ ◎ ◎ 27 ☆

定番運⽤
⾼値⼊率品をゴールデン
ゾーンへ移動

◎ ◎ ◎ 27 ☆
嗜
好
品
の
荒
利
益
⾼
向
上

⾼値⼊率品の定番コー
ナー化

◎ △ ◎ 18

売場転⽤
エンドで売り込み ◎ △

なぜ 何を いつ どこで 誰が どのように

定番活⽤ ⾼値⼊率商品
5⽉末ま
でに

売場 チーフ
ゴールデンソー
ンへ移動する

エンドサイ
ドの活⽤

⾼値⼊率商品
5⽉末ま
でに

売場 担当者
エンドサイドで
露出する

焙煎⼈珈琲
の品切れ

⾼値⼊率商品
5⽉末ま
でに

事務所 担当者
FAX発注精度を
向上させる

系統図で絞り込んだ対策案を
５W１Hで実施計画へ

1,151

1,283

800

1,000

1,200

1,400

活動前 活動後

（千円）

０００0

⼀般⾷品分類荒利益⾼

90,801

96,879

85,000

90,000

95,000

100,000

活動前 活動後

（円）

００００0

嗜好品分類荒利益⾼

活動前後で嗜好品分類の荒利益⾼増加
⼀般⾷品分類全体の増加に貢献

FAX発注⽬安表を作成し、売れ筋の発注漏れを防⽌

売れ筋商品をゴールデンゾーンで
フェイシング拡⼤

P D

CA

３．(2) ISMを活⽤したTQM事例
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私たちは「おいしさ」を第⼀にとらえ
追求していくことで
それを作り上げる素材の良さや
意義の⼤切さに気づきました。
「地球」「健康」「地域」「⼈」「未来」に向けて
おいしいから使い続けられる、
そんな商品が⽣まれました。

「おいしさと、やさしさを。」

事業活動と社会課題対応の⼀体化

３．(３) 新しい取り組みへ（エシカルMD）
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新潟県の規格外茶⾖を何とかしたい︕
・茶⾖のフードロス多発
・規格外でもおいしい新潟茶⾖

規格外でもおいしい︕
ペースト状にして、枝⾖味の
商品が出来ないか︖

新潟⾃慢のお⽶
減反による転作で増えた⼤⾖

Earth・Local

お⽶ ⼤⾖

お⽶ ⼤⾖

P D

CA

社会課題
仮説

アイデア実⾏商品完成

３．(３) Hana-well の商品開発事例
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３．(４) 下期新店

下期開店予定 H⽩根 11⽉

下期開店 F 沼⽥栄町10⽉
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３．(５) 今期業績予想
グループ別の⽬安

増減連結 増減F増減HN
1.5%79,5004.0%184,5003.2%263,000売上⾼

△0.7%1,9008.4%9,0004.4%10,900営業利益
△5.0%1,9005.5%9,2000.5%11,000経常利益
14.5%1,10011.3%5,90010.1%7,000純利益

△１(+1)２（１）ー（+１）２（１）△１（+2)４（２）開店(改装)
設備投資⾦額140億、減価償却費50億+５円８５円１株配当

通期下期上期実績売上⾼
予測前提

4.9％3.3％6.5％全 店
2.9%0.4％5.5％既存店

客単価客 数客数単価予想
2.7%2.1%全 店
⼀品単価買上点数

客単価内訳 5.5％△2.6％ 25

⾃社株式の取得 15億円（2023年6⽉14⽇〜8⽉２⽇）



ご清聴ありがとうございました


